
第 26 号様式（第 63 条関係） 

平成 30 年度 指定管理者モニタリングレポート 

 

施 設 名 鹿屋市輝北特用林産物生産出荷施設 

所 在 地 鹿屋市輝北町上百引1911番地2 

指定管理者 

名 称： 輝北町枝物生産組合       

代表者： 組合長 藤田 治男        

住 所： 鹿屋市輝北町上百引1911番地２  

連絡先： 099-485-0702          

モニタリングの 

実施経過 

●月例報告（毎月） 

●現地調査（随時） 

 

●事業決算の確認 

●その他 

 

担当部課 

（問合せ先） 
農林商工部 農林水産課  電話 31-1173 内線 3216 

 

【モニタリングの総合評価】 

輝北特用林産物生産出荷施設は、輝北地区におけるシキミ等枝物の生産活動拠点施

設として年間を通して効率的に使用されている。指定管理者である輝北町枝物生産組

合は、指定管理者となり10年を経過し、適切な維持管理を行っている。 

使用状況の月例報告書及び年間の利用実績書の提出もされ、緊急時の連絡体制も確

立され万全に対応されている。 

今後も引き続き、特用林産物生産の中核施設として、利用促進を図っていただきた

い。 

 

【今後の業務改善に向けた考え方】 

≪指定管理者が実施・検討する事項≫ 

・ 利用者の確保・利用率の向上 

組合員の高齢化や減少などの現況を踏まえ、組合員勧誘と利用率向上につながる

取組を探る。 

・ 生産性の向上 

地域特産物として良質の枝物を生産することにより、所得向上を図る。 

・ 施設管理・点検のあり方 

  施設整備後19年が経過しため、施設の安全性確保のため点検強化につとめる。 

≪施設所管課が実施・検討する事項≫ 

・ 利用者の確保・枝物生産振興 

組合員の高齢化や減少などの現況を踏まえ、組合員確保と枝物の生産振興を図る。 

・ 施設利活用の方向性検討 

施設の利用状況等を総合的に判断し、施設利活用の方向性を検討する。 

 

 



⑴基本的な考え方（施設の性格･目的等との合致、市民の平等な利用の確保、施設の効用発揮） 

①合目的性・公平性・効果性 

本施設は、枝物の生産活動拠点施設であり利用目的と合致している。 

本施設の利用者は枝物生産者であり、施設を利用した枝物の安定出荷に努めている。 

⑵業務内容 

①機能性・独創性（事業への具体的な取組み方） 

施設の維持管理を主として、指定管理者が適正な業務を行っている。 

②責任性・実行性（施設の運営体制や組織） 

輝北町枝物生産組合は平成９年度に設立され活動を行ってきた実績があり、平成19

年度からは指定管理者として、当施設を管理運営してきた実績があり、組合員の連携

や管理運営に関する体制は万全である。 

ただし、会員の減少や高齢化が進んでおり、今後、組織強化を図る必要がある。 

③明瞭性・規律性（適正な事務や経理） 

条例・規則に基づき、適正な管理が実施されている。 

また、月例報告や実績報告書等の提出書類も適正に行われた。 

④安全性（安全管理・緊急時等の対応） 

枝物出荷最盛期には温度調整器具を使用することがあるため、防火対策には特に注

意し管理運営している。また、連絡体制網図を作成し緊急時に備えている。 

⑤社会性（環境等への配慮） 

当施設は、枝物の商品化作業を行う施設であり、茎の切り落としや枝葉の洗浄を行

っている。施設の利用者により使用後の清掃等は徹底されており、排水も適正に行わ

れているため、近隣への環境等の影響はない。 

⑶事業収支 

①経済性 

当施設は、利用料金のみによる運営を行っているため、管理運営費に関する市の持

ち出し分はない。そのため、歳出超過となった場合は指定管理者が負担することとな

っている。生産者の生産拡大及び所得向上を図ることが必要とされる。 

⑷団体の経営状態 

①経営の健全性 

収支予算との整合を図りながら、収入に見合った事業を行っている。 

 



第 27 号様式（第 63 条関係） 

施 設 概 要 調 書 

 
１ 施設の概要 

施 設 名 鹿屋市輝北特用林産物生産出荷施設 所管課：農林水産課 

所 在 地 鹿屋市輝北町上百引1911番地2 設置年月日：H11.12.2 

設 置 目 的 特用林産物の計画的かつ安定的な出荷を図り、地域の活性化及び林

業振興に資する。 

設置の根拠 

（法令、条例等） 

鹿屋市輝北特用林産物生産出荷施設条例 

施設の概要 設備の概要 敷地面積 

（輝北町上百引1911-1） 

1,758.58㎡ 

（そお農協より借地） 

延床面積 216.6㎡ 

《有料》条例第7条に基づき、売上金額に対する3％ 

※ただし現在は、管理費確保のため、売上金に対す

る10％を利用者（組合員）から徴収 

事 業 概 要 （１）施設の維持・管理 

（２）施設の開放・運営 

 

２ 経営分析評価指標 

①事業収支 268,592円 ④外部委託費比率 0.0％ 

②利用料金比率 100.0％ ⑤利用者あたり管理運営コスト 19,286円/一人 

③人件費比率 0.0％ ⑥利用者あたり自治体負担コスト 0.0円/一人 

※ 少数点第２位四捨五入 

 

３ 運営状況 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

開館日数 247 190 

開館時間 6：00～23：00 6：00～23：00 

事業開催   

 

４ 利用実績 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

貸し室等 

利用回数 

枝物処理場  190件 

計  190件 

施設利用 

人数 

枝物処理場 1,000人 700人 

計 1,000人 700人 

相談件数   

講座参加者数   

合 計 1,000人 700人 

 



５ 事業収支                        （単位：千円） 

項目 実施計画（事業計画書より） 実施内容（実績） 

貸し室等利

用収入 

枝物処理場 170 422 

   

   

計 170 422 

その他料金収入   

自主事業収入   

指定管理料   

その他収入   

収入計（Ａ） 170 422 

事業費   

人件費   

修繕費   

通信運搬費   

施設管理費   

印刷製本費   

光熱水費 170 155 

委託料   

保険料   

租税   

雑費   

管理費   

支出計（Ｂ） 170 155 

収支（Ａ）－（Ｂ） 0 267 

 

 



第 28 号様式（第 63 条関係） 

指定管理者自己評価表（町内会用） 

令和元年５月３０日 

 

指定管理者 輝北枝物生産組合          

 

施 設 名 鹿屋市輝北特用林産物生産出荷施設  

 

確認事項 自己評価 

履行 

確認 
１ 協定書、仕様書及び事業計画書に基づいた管理運営を行っているか ３・２・１ 

執
行
体
制 

２ 人員の配置が適切であるか ３・２・１ 

３ 個人情報の取扱いは適切に行っているか ３・２・１ 

安

全

対

策 

４ 危険箇所の把握及び点検を行い、利用者等の安全安心に努めている

か 
３・２・１ 

５ 防犯、防災対策等の危機管理体制は適切であるか（緊急連絡網や初

動対応要領の作成等） 
３・２・１ 

サ 

ー 

ビ 

ス 

の 

質 

６  親切丁寧な接客に努めているか ３・２・１ 

７ 利用者からの苦情等に対し適切に対応しているか ３・２・１ 

８ 特定の者に有利又は不利な取扱いをしていないか ３・２・１ 

９ サービス向上及び利用促進のための取組を行っているか ３・２・１ 

報
告
事
項 

10 利用者の満足度調査（聞き取りを含む）等を行っているか ３・２・１ 

11 施設の破損及び異常について、速やかに対応し、市へ報告している

か 
３・２・１ 

経
営
状
況 

12 利用者数や稼働率等は適切な水準であるか ３・２・１ 

13 事業収支は妥当であるか ３・２・１ 

総 合 

評 価 

(所感) 

・ 施設の点検を定期的に行い、適正な管理につとめている。 

・ 事業運営を安定させるために利用料金の増額に努める。 

【自己評価の採点基準】「３」･･･優 「２」･･･良 「１」･･･可 
※ 総合評価（所感）の欄には、年間を通した指定管理業務において評価できる点や改善点・

反省点を踏まえた所感を記載すること。 

 

 


